
四

廬

山

の

遠

法

師

河

野

法

雲

支

那
佛
敷
史
上
に
見
逸
し

て
な
ら

濾
高
信
大
徳
は
實

に
尠

な
か
♂
、'す
ご
雖
も
、
特
に
佛
敖
弘
通

の
功
蹟
顯

著

に
し
て

而
も
入
格

の
偉
大
な
る
點

に
就
て
云

へ
ば
、
先
指
を
廬
山

の
慧
遠
法
師
に
屈
せ
ね
ば

な
ら

蹌
ご
思
ふ
、
そ
の
上
、
師
は

支
那
に
於
け

る
淨
土
敷
の
始
祀
こ
し
て
臼
蓮
瓧
を
結
び
宗
敷
的
團
體
の
創
始
者
な
れ
ば
、
其
徳
化
は
遉
く
後
世
に
及
ん

で
民
衆

の
間
に
景
仰
せ
ら
る

丶
も

の
な
れ
ば
、
今

此
人

の
性
行
ご
敖
義
の

一
班
を
叙

べ
て
見
た

い
ビ
思
ふ
て
、
筆
を
採

り

ま
し
た
次
第
で
あ
る
。

一
、
慧

遠

の

性

行

慧
遽
注
師
は
東
晋
の
成
帝
咸
和
九
年
(
日
本
仁
徳
天
皇
二
十

二
年
)
に
生
れ
、
同
安
帝
義
熈
十

二
年

(
日
本
允
恭
天
皇

五
年
)

に
歿
し
入
十
三
歳
を

一
期

こ
し
て
、
其
生
涯
は
頗
る
光
彩

め
る
歴
史
を
有
す

る
人

な
り
き
、
俗
姓
は
賈
氏
雁
門

樓
煩
の
(今

湖
西
省
中
央
代
州
附
近
)
産

で
あ
る
、
幼

に
し

て
學

を
好
み
十
三
蔵
の
時
舅
倉
狐
氏

に
隨

て
許
洛

に
遊
學
す

幾
干
も
な
ー
し
王

ハ
經
に
逋
じ
薯

老
莊
を
華

す
、
資
性
聰
明
葉

に
轟

せ
軌
、
年
二
±

に
し
て
江
南
に
渡
り



泡
篝
宣
子
に
就

て
學
ば
ん
ご
寸
る
に
、
此
時
中
原
大

に
亂
れ
江
南
地
亦
擾
亂
す
、
爲
に
南
路
硬
塞
し
て
志
を
逹
す

こ
ご

能
は
す
、
遇

々
沙
門
道
安
佛
寺
を
太
行
の
恒
山

に
建

て
大
に
佛

法
の
弘
傳

に
勤

む
、
其
徳
化
遠

近
に
及
び
遘
俗

の
欽
仰

す

る
駈

こ
な
る
、
是

に
於
て
慧
遠
は
南
行

の
志
を
轉
じ
て
恒
山

に
往
き
道
安

に
就
か
ん
こ
し

て
、
弟
慧
持
ご
共
に
安
公

.に

謁
す

、

一
見
敬
慕
の
念
を
生
し
是
眞

に
吾
が
師
也
こ
し
、
e弟

の
慧

持
ご
共

に
弟

子
こ
な
る
、
道
安

の
般
若
經
を
講
す

る
を
聞

て
割
然

こ
し

て
開
悟
し
歎

じ
て
曰
く
、
儒

道
九
流
は
み
な
糠
秕

の
み
こ
、
逾

に
簪

を
投
じ
て
薙
髪
し
專
ら
安
公

に
就

て
業
を
受
け
勉
苦
精
勵
夜

を
以
て
晝

に
續
ぎ
佛
法

の
振
興
を
以
で
己
が
任

こ
し
暫
時
も
懈

る
色
な
か
り
し
が
、
悲

い
か
な
貧
婁

に
し
て
資
な
く
、
沙
門
曇
翼
之
を
憐

み
僅
か
に
其
燈
燭
の
資

を
辨
令

ご
云

ふ
、
幾
も
な
く
し
て
慧
解

大
に

進

み
道
念
愈

々
堅
固
な
り

し
が
衆

に
推
れ
て
途
に
首
座
こ
な
り
濾
、
道
安
常

に
歎
じ
て
日
、
大
法
を
し

て
東
國

に
流
れ

し

む
る
も

の
は
そ
れ
正
に
遠

に
在
る
か
尊
、
果
せ
る
哉
其
言
に
爽

は
す
異
日
佛
法
大
に
振
興
し
普
天
其
徳
を
仰
ぐ

乃
ち

羅
什
三
藏
は
滾
公
を

以
て
東
方

の
護
法
菩
薩
ご
稱
す
る
に
至
る
、
年

二
十
四

に
し
て
方
に
經
論
を
講
説
し
衆

の
疑
難
を

條
析
す
、

一
日
客
あ
り
實
相
の
義
を
難
ず
、
往
復
時

を
移
し
難
者
未
だ
軈
ち
す
、
、遠
公

乃
ち
莊
子
の
義
を
引
て
之
を
諭

す

に
惑
者
曉
然

ご
し
て
退
く
、
そ
れ
よ
り
道
安
深
く
之
を
嘆
稱

し
て
特
に
遠
公

に
の
み
に
俗
典

を
繙

く
を
許
せ
り
、
後

,安

に
隨
て
南
方
襄
陽

に
到
り
留

6
こ
ε
十
有

餤
年
、
時

に
僞
秦
建
元
九
年
歳
四
十

、
秦
將
符
丕
襄
陽
を
攻
て
之
を
取
る

道
安
を
抑
留
し
て
洛
陽
に
趣
か
し

む
、
安
止
む
こ
ご
を
得
す
學
徒
を
散

し
て
四
方
に
適

か
し
む
、
是

に
於
蓮
公
自
ら
徒

衆

數
+
人
を
率
ひ
て
南
荊
州

に
適
き
上
明
寺

に
住

灰

後
羅
淨
山

に
往

ん
ご
欲
し
潯
陽

に
到
る

に
、
(今

江
西
省

の
北
端

五



　へ

'

」
ノ

揚

子
江

の
南
)
忽
ち
眼
前

に
廬
山
屹
立
し

て
其
靜
清

秀
靈
な
る
を
見

て
、
、是
れ
息
心

の
所

ε
爲
し
途
に
意

を
決
し
て
廬

山
に
入
る
、
實

是
東
晋
太
元
九
年
(
呆

仁
徳
帝
七
+
二
年
)
の
こ
萇

し
で
遽
公
年
五
主

な
う
き
、

鎌

讖

艦

然
る
に
山
中
頗
る
水
に
乏
し
師

乃
ち
杖
を
以
て
地
を
扣
て
日
、
若
此
中
棲
止
す

べ
ぐ
ば
當
に
泉
水
を
得
せ
し
め
よ
ご
、

言
下
忽

ち
清
流
涌
出
し
後
卒
に
溪
を
成
す

、
其
径
潯
陽
元
旱
す
遠
公
海
側
に
詣
り
海
龍
王
經
を
講
す
る
に
忽

ち
互
蛇
顯

は
れ
池
上
よ
り
筌
に
上
り
須
臾

に
し
て
大
雨
沛
然

ざ
し
て
降

る
、
亦
大
に
年

有
今
、
依
て
寺
を
號
し
て
龍
泉
寺
ご
云
ふ

時

に
沙
門
慧
永
、
西
林
に
在

り
て
住

す
、
永
は
元
ご
邁
安

に
師
事
し

て
遽

r̂J
lr
門
舊
好
あ

り
共

に
止
住
す
、
是

に
於
て
慧

永
、
刺
史
桓
伊

に
謂
て
曰
く
、
遠
公
は
當
に
道

を
弘
む

べ
し
今
よ
り
徒
驕

の
來
集
方

に
多
か
る

べ
し

、
貧
邁

の
棲

む
所

狹
隘

に
し

て
同
住
す
る
に
足
ら
す

此
を
奈
何
が
せ
ん
ご
、
桓
乃
ち
遠

の
爲
め
に
山
東

に
於
て
房
舍
を
立

つ
郎
東
林
寺
是

な
b

こ
れ
ぞ
支
那
念
佛
道
塲

の
最
初

に
し
て
廬
山
念
佛
茲
に
胚
胎
す
遠
公
是

よ
り
三
十
年
山
を
出
で
す
毎

に
客
を
逡

り

來
る
に
虎
溪
を
以

て
界

ε
す

、
世
に
所
謂
虎
溪
の
三
笑
な
る
も

の
は
此

に
起
因
す
、
叉
師

の
風
申
は
神
韻
巖
粛
に
し
て
,

桓
玄

の
如
き
震
圭
の
威
を
以
て
會
見
す

る
に
、
覺

へ
す
敬
醴
を
加
ふ
、
'
叉
晋
の
安
帝
師
を
率
て
江
陵

よ
蔓
還
る
、
途

に

し

て
邇

の
侯
覲
を
勸
む
れ
費
も
疾
ご
稱
し
往

か
す
、
後

に
沙
門
王
者
不
拜
論
を
著
し
て
、
.袈
裟
は
朝
宗
の
服
に
あ
ら
す

鉢

孟
は
廊
廟

の
器

に
非
す

、
沙
門
は
塵
外
の
人
な
う
、
應

に
王
者
を
敬
す

べ
か
ら
す

ご
、
以
て
其
心
操
の
卓
絶
な

る
を

知
る
に
足
る
、
既

に
し

て
業
儒

有
才
の
士
期
せ
す
し
て
四
方
よ
昼
集
る
も
の
、
彭
城

の
劉
程
之
、
預
章

の
雷
之
宗
、
雁

門

の
周
續
之

、
新
蔡

の
畢
頴
之
、
南
陽
宗
張
炳
、
張
茱

民
、
季
碩
等
、
又
沙
門

に
し
て
は
道
生

.
曇
順
、
僭
叡
、
曇

恒



・並
に
佛
駄
耶
舎
、
佛
駄
跋
陀
羅
、
等
の
諸
高
僊
共
に
相
次
で
廬
山
に
入
り
癒
公
の
會
下
に
列
す
、
邃
に
此
等
の
道
俗

一

百
二
十
三
人
阿
彌
陀
佛
.の
像
前
に
於
て
誓
を
立
て
淨
業
を
修
し
淨
土
を
願
生
す
、
即
廬
山
の
自
蓮
瓧
な
る
も
の
是
な
り

劉
程
之
、,其
誓
願
文
を
作
る
(願
文
載
簗

織

箜

ハ
樂
邦
文
類
二
弾

に
在
り
下
に
至
り
て
知
る
ぺ
し
)即
東
晋
孝
武

帝
太

元
十

一
年
丙
戊
七
月

(佛
組
読
記
の

譌
に
據
ろ

)
の
こ
ご
な
り
き
、
白
邂
瓧
の
名

は
蓋
し
謝
靈
蓮
の
爲
す
所
よ
り
此
名
起

る
・
初

め
運
～
才
を
負
ひ
物
に
傲
る
遇
々
邇
公
に
接
し
肅
然

こ
し
て
心
服
す
爲
め
に
二
池
を
穿
ち
水
を
引

て
自
蓮
を
栽

へ
入
肚

を
求
む
れ
費
も
、
遽
公
其
心
雜
を
以

て
此
を
許

さ
す
、
廴叉
陶
淵
明
、
范
篝
を
招
て
瓧

に
入
ら
し

め
ん
こ
す
れ
費
も
彼
等

終

に
凉
ら
す
、
此

の
如
く
遡
公
同
志

ご
共

に
晨

夕
淨
業
を
修
し

て
休
ま
す
初
十

一
年
中
三
度
聖
相
を
戚
す
然
れ
費
も
敢

て
之
を
人
に
語
ら
す

、
後
十
九
年
を
經

て
般

君
鏖
の
東
方
に
於
て
定
よ
り
起
て
之
を
見

る
に
阿
彌
陀
佛

の
身
虚

塞

に
逼

滿
し
て
其
圓

光
中
に
數
多

の
佛
佛
あ
り
、
水
流
光
明
分
れ
て
十

四
流
こ
な
る
野
皆
室
無
我
の
昔
を
演
出
す

、
即
佛
告

て

日
、
我
本
願
力
を
以
て
の
故

に
來
て
汝
を
安
慰
す
、
汝
七
日
の
後
當

に
我
國

に
生
す

べ
し

ご
、
是
よ
も
選
公
疾

に
枕

す

報
證

の
到
る
を
知
り

て
邉
誡
を
筰

て
弟
子
に
の
こ
す
、
^
果
し
て
七
日
の
後
逝
く
春
秋
入
十
三
蝿
實

に
東
晋
安
帝
義
熈
十

蝋、一年

入
月
六
日
な

り
き
、
遣
命
し
て
屍
を
菘
下
に
露
し
七

日
の
後
之
を
葬
ら
し
む
、
門
徒
號
働
父
母
を
喪
す
る
如
し

、

灣
陽

の
太
守
院
侃
全
疆
を
奉
む
て
西
嶺

に
葬

り
塔
を
造
る
、
謝
靈
運
碑
文
を
撰
す
、
又
宗
張
炳

別
に
碑
を
寺
門

に
建

て

忘
師

の
行
徳
を

表
ず
馬
逡
公
曾
て
支
那

に
律

禪
の
備
ら
ざ

る
を
慨
き
弟
子
法
淨
法
領
等
を
西
域

に
遣
は
し
て
衆
經
を
撩

ら
し
む
、
彼
數
年

の
媛
梵
本
を
費

し
歸

ち
皆
支
那

瀧
翻
傳
す
、
・
即
華
嚴

の
梵
本
は
法
領
に
依
て
支
那
に
傳

か
ぶ
後

、
佛

竜



入

駄
跋
陀
羅
三
藏
譯
し
て
世
に
流
布
す
、
叉
滾
は
羅
什
の
秦
關
に
入
る
を
聞
て
書
を
以
て
好
を
逋
じ
、
曇
摩
流
支
及
羅
什

に
請
ふ
て
十
誦
律
を
譯
せ
し
む
、
此
律
の
翻
譁
全
成
す
る
は
偏
に
蓮
公
の
力
狸
り
、
叉
佛
駄
跋
陀
羅
に
藤
經
を
譯
出
ゼ

し
む
等
の
こ
ご
實
に
擧
げ
て
數
ふ
ぺ
か
ら
す
、
故
に
後
入
心
禪
諸
經
は
廬
山
よ
り
出
る
ご
嘆
す
る
に
至
る
決
し
て
偶
然

に
非
る
ゆな
り
。

ガ

、

而
し
て
遽
公
歿
後
四
百
三
十
三
年
を
經
て
、
唐
宣
宗
大
中
二
年
勅
し
て
辯
覺
大
師
ご
謚
し
、
後
叉
後
唐
の
昇
元
三
年

改
て
正
覺
ご
追
謚
し
、
叉
宋
の
太
宗
太
李
興
國
三
年
勅
し
て
圓
悟
大
師
ε
追
謚
す
、
其
徳
化
後
昆
に
及
び
、
千
載
の
後

に
至
る
ま
で
遺
風
爾
絶

へ
す
洵
に
盛
な
り
ご
云
ふ
ぺ
し
、
公
の
著
す
所
の
章
疏
歴
代
三
寶
記
に
は
十
四
部
三
十
五
卷
め

り
こ
云
ふ
叉
諸
經
論
諸
序
賛
詩
記
凡
十
卷
、
廬
山
集
ご
號
ず
、
宋
朝
元
照
律
師
之
れ
が
序
を
製
し
板
行
し
て
紹
興
の
府

庫
に
藏
す
ざ
云
ふ
、
是
を
し
て
今
に
存
せ
し
め
ぱ
淨
土
敖
研
究
の
好
資
科
な
る
も
惜
哉
散
逸
し
て
傳
ら
す
ま
こ
ご
に
遺

　

憾
奄

、
婆

の
綾

梁
高
糠

箜

ハ
縢

籍

統
記
簍

一+
六
卷
.
黷

逋
載
笶

卷
、
歴
代
三
寶
髴

七
卷
、
樂

邦
文
類
第
三
卷
、
遘

宗
寳

鑒
、
戒

珠
往
生
傳
、
雲
棲
往
生
集
、
馨

の
諸
書

に
散

見
す
披
き
見
る
べ
し
。

」

・

二
、
其

念

佛

義

東
晋
時
代

の
豼
會

上
の
大
勢
に
促
さ
れ
て
向
上

の
目
的
を
以

て
廬
山

に
起

る
白
蓮
瓧

の
念
佛
は
、
何
な
る
悖
質

の
も

の
か
は
古
來
明
確

に
此
を
示
せ
る
も
の
殆
絶
稀
な
り
、
故

に
之
を
研
究
す
る

こ
ご
は
頗
る
困
難

に
し
て
第

一
に
之

れ
が

,吏
料
の
缺
乏
す
る

こ
ざ
是

な
b
傷
先

に
云
ふ
如
く
蓮
公

の
著
書
は
勘
な
か
ら
す

ご
雖
も
今
は
已
に
幾

・衡
費
亡
逸
し
て
傳



ら
事
、
偶

々
羅
什
こ
の
思

答
を
書
き
た
る
大
乗
法
門
大
義

な
る
者
あ
れ
絶
も
是
亦
直
接
に
淨
土

敷
に
關
、袖
る
記
事
な
し

僅

か
に
之
れ
に
關

係
あ
る
も
の
は
梁
僭
傳
や

、
樂
邦
交
類
中

に
載
す
る
念
佛
三
昧
の
詩
序

一
篇

ご
、
又
劉
程
之
の
筆
に

成
る
蓮
祗

の
誓
願
文
、
及
謝
靈
蓮
の
淨
土
詠
、
王
喬
之

の
念
佛
三
昧
の
詩
等
、
數
篇

に
過
ざ
る
な
り
、
其
中
念
佛
三
昧

の
詩
序

は
遠
公
が
結
肚
當
時
に
、
同
志
の
士
等

の
念
佛
に
關
す
る
詩

を
集
輯

し
て
そ
れ

に
遠
公
自
ら
序
を
製
し
た
る
も

の
な
れ
ば
、
是

こ
そ
廬
山

一
涙
の
信
仰
を
窺

ふ

べ
き
生
た
る
材
科
ご
云
は
ざ
る

べ
か
ら
す
、
又
自

蓮
肚
誓

願
文

の
如
き

も
、
彼
念
佛
義
を
研
究
す

る
に
は
重
要
の
史
料
な
り
、
其
他

、
邃

塞
簀
鑒
等

に
は
白
蓮
肚

に
關
す
る
記
事
あ
れ
澄
も
此

書

は
邃
公
沒
後
年
序
逡
く
隔
り
て
、
宋
朝

の
時

に
白
蓮
瓧

が
再
興

せ
傷
れ
て
、
其
頃

に
成
り
し
も
の
な
れ
ば
餘
り
確
實

の
史
科

ざ
ば
爲
し
難
し

、
だ

"
傍
ら
參
考

に
留
あ

、
、主
こ
し
て
は
詩
序
及
誓

願
文
に
依
る
の
外
な
し
叉
傍
高
信
傳
等

に

.顯

れ
た
る
瀧
瓧
諸
師
の
言
行
に
鑑

み
て
、
聊
か
予

の
卑
見
を
左
に
叙

ん
こ
す
、
讀
者
幸
に
之
を
諒
せ
よ
。

掬
む
遠
、唇
の
念

備
三
昧
ご
は
何
な
る
意
か
ケ
る
か
、
・
叉
白
蓮
,就
.な
る
も

の
は
何
を
目
的

逕
し

て
結
瓧
さ
れ
た
か
ご
云
ふ

に
.
其

且
的
は
彼

誓
願
文
を
讀

め
ぱ
自
ら
明
自

な
れ
ば
今
(
劉
程
之
の
作
)
其
丈
を
抄
録

せ
ん

に
、

維
歳
㌣

在
攝

提
絡
、
七

丹
戊
辰
朔

二
十
入

β
乙
未
、
、法
師
釋
慧
攘
、
貞
戚
幽
奥
宿
懐
特
發
、
乃
延
命
同
志
息
心
貞
信

之

士
、

百
有

二
十
三

人
、
集

於
廬

山
之
絵
般
若
臺
精
含
、
阿
、彌
陀
像
前
、
攀

以
香
華
敬
薦
面

篝
焉

、
、惟
斯

一
會
之
衆

夫
縁

化
之
理
既
明
、
三
世
之
傳
顯
矣
、
遷
戚
之
數
既
符
、
則
善
悪
之
報
必
矣
、
推
交
臂
之
潜
淪
、
信

無
常
之
期
切

、

審

三
報

之
相
催
、
知

險
趣
之
難
拔
へ
此
其
同
志
講
賢
脳

所
以
夕
暢

審
勤
圃

仰
思
攸
濟
者
也

、
盖

祚
春

可
以
域
渉
、
而

九



一
〇

へ

不
可
迹
求
、
必
戚
之
有
物
、
則
幽
路
咫
尺

.
苟
求
之
無
生
、
則
渺
范
何
津
、
今
幸

以
不
謀
而
僉

心
西
境
、
叩
篇
開
信

亮
情
天
發
、
,
乃
機
象
逋
於
寢
夢
、
忻
歡
百
於
子
來
、
於
是
靈
圖
表
揮
、
景

倅
紳
造
、
功
由
理
諧
、
喜
非

人
蓮
、
茲
實

天
啓
其
誠
、
冥
運
來
萃
者
矣
、
可
不
蒄
レ
心
尅

レ念
重
精
疊
レ
思
以
凝
其
慮
哉

、
然
其
景
續

參
差
功
輻
不

一
、
雖
晨
所
云

同
而
夕
歸
攸
隔
、
即
我
師
友
之
卷
良
可
悲
矣
、
是
以
慨
焉
肯
命
整

衿
法
堂

、
等
施

一
心
亭
懐
幽
極
、
誓
茲
同
人
倶
遊

絶
域
云
云
(
已
下
略
之
〉

・

ぜ

此
丈
に
依
り
て
見
れ
ば
百

二
十

三
人

の
同
志
が
倩

々
善

惡
應
、報
無
常
迅
癌

の
こ
ご
を
思
ふ
に
就
け

て
も
阿
彌
陀
佛
を

念
じ
心
を
西
方

に
注
ひ
で
蒄
念
重
精
し
共
に
誓

て
絶
域
の
淨
土

に
遊
ば
ん

ご
云

ふ
に
在
り

、
已
に
文
中
僉

心
西
境
ご
あ

れ
、
他
方

の
淨
土
や
彌
勒

の
淨
土
に
非
す
し
て
、
彌
陀
の
淨
土

を
願
生
す
る
目
的
な
る
こ
ご
明
な
う
、
況
や
阿
,彌
陀
像

前

ご
あ
れ
ば
彌
陀

の
念
佛
な
る
こ
ご
云
ふ
ま
で
も
な
し

、
而
し
其
彌
陀
念
佛

が
果
し

て
何

な
る
種
類

の
も
の
で
あ
り
た

か
は
、
此
文
の
み
で
は
判
然
し
難

い
、
是

を
以
て
念
佛

三
昧
詩
序

に
就

て
之
を
見
る
の
要
あ
り
、
依

て
左
に
之
を
抄
録

ノ

す
れ
ば
、

念
佛
三
昧
何
、
思
專
想
寂

之
謂
、
思
専
則
志

一
不
レ繞
、
想
寂
則
氣
虚
紳

朗
、
氣
虚
則
智

恬
其
照
、
紳
朗
則
無
二
幽
不

一

レ
微
、
斯

二
乃
是
自
在
之
玄
符
、
會
レ
}
而
致
レ
用
也
、
是
故
靖
恭
閑
字
而
戚
レ
物
、
通
レ
靈
御
レ
心
、
唯
正
動
而
入
レ
微
、

此
假
レ
修
以
凝
レ
紳
積
'
習
以
移
レ
性
獪
或
若
レ茲

況
夫
尸
居
坐
忘
冥
懐

こ
至
極

一智
落
こ宇
宙

一而
闇

蹈
【「大
方

'・者
哉
請
言
二

其
始

一菩
薩
初

登
二
道
位

一甫
窺

二
玄
門

輔體
寂
無
爲
而
無

・弗
レ
爲
、
及
二
其
紳
變

】也
則
倉
三
修
短
葺
二
常
度
↓
互
細
互
一晒相



蓮
鴨
三
光
廻
レ景

以
移
レ
照
、
天
地
卷
而
入
レ
懐
矣
、
又
諸
三
昧
其
名
萇
衆

、
功
高
易
レ
進
念
佛
爲
レ先
、
窮

レ玄
極

レ寂
曾

號

二如
來
論
紳
體
、合
變
應

レ
不
レ
以
レ方

、
故
今
入
二
斯
寔

囀
者
昧
然
忘

レ知
、
即
所
縁
以
成
レ
鑒
、
々
明
内
照
交
映
色
象
生

レ
焉
、
非
二
耳
目
之
所
ジ
曁
、
而
聞

見
行
レ
焉
、
(中
略
)
是
以
奉
誠
、
諸
賢
咸

思
二
一
揆
之
契
一咸
二
寸
陰
之
頽
景
↓
懼
二
來

,儲

之
未
ジ
綾
、
於
是
洗
二
心
法
堂

一整
ご
衿
清
向
鴨
夜
分
忘
レ
寢
、
夙
審
惟
勸
、
撫

夫
貞
詣
之
跡
、
以
通

"「三
乘
之
志

↓臨
レ
津

濟

レ
物
、
與
二
九
流
一而
同
往

、
仰
援
二
超
歩

↓拔

二茆

之
興
鴨倍

引
二
約
進
鴨
秉
二
策
其
後

噛以
觀
二
衆
篇

之
揮
翰

噛
豈

徒
文
詠

而
己
哉
。

此

に
依
れ
は
念
佛
三
昧
マ
」
は
畢
竟
心
を

一
境

に
凝
し

、
妄
念
亂
想
の
心
を
し
て
寂

定
塞
無
な
ら

し
む
る
の
意

に
し
、
諸

の
三
昧
は
共

に
此
意

に
外
な
ら
す

ご
雖
も
、彼

は
特
に
念
佛
を
以
て
寂
定
無

二
の
境

に
體
達
す
る
好
方
便

こ
な
せ
う
、
故

隻

中
『諸
三
昧
中
・
功
高
毳

念
饗

レ輿

』
芸

へ
撫

罫

念
佛
に
亦
蓼

あ
り
三

清
肇

樊

響

六
十
二
卷
池
汁
に
は
五
種
の
念
佛
を
出
す
、

一
稱
名
往
生
念
佛
門
、
二
觀
像
滅
罪
念
佛
門
、
三
棋
境
唯
心
念
佛
門
、
四

＼

心
境
無
碍
念
佛
門
、
五
縁
起
圓
逋
念
佛
門
な
う
、
叉
圭
峰
行
願
品
疏
鈔
四

叶
入
に
は
、
四
種
の
念
佛
を
列
ね
た
り
、

一

稱
名
念
佛
、
二
觀
像
念
佛
、
三
觀
想
念
佛
、
四
實
想
念
佛
な
り
、
此
中
今
逡
公
の
念
佛
は
果
し
て
何
れ
に
當
る
か
ε
云

ふ
に
、
或
は
觀
想
の
念
佛
ざ
云
ふ
説
あ
シ
、
或
は
觀
像
觀
想
兼
有
す
る
ε
云
ふ
説
め
り
、
古
來
未
だ
必
す
し
も

一
定
せ

す
、
予
惟
ふ
に
盧
山
の
念
佛
は
、
後
世
淨
土
敖
の
根
元
こ
な
る
に
相
違
な
け
れ
ご
も
、
後
代
の
天
台
華
嚴
注
相
三
論
等

ビ
諸
宗
分
立
し
た
る
眼
を
以
て
彼
を
見
、
而
も
直
に
之
は
何
種
の
念
佛
に
屬
ず
ξ
云
ふ
や
う
に
判
斷
を
下
す

べ
き
も
の

=



ρ

㏄
二

で

な

い
ご

思
ふ
、
そ
は
遠
公
の
念
佛

に
は
觀
念
あ
り
稱
念

あ
り
、
事
觀
あ
り
理
觀
あ
り
、
幾

ご
所
有
る
念
佛
の
意
義

を

含

有

し
蘊
在
す

る
も
の
な
れ
は
、
初
よ
り
觀
像
觀

想
ご
限

て
、
當
て
は
め
で
論
す

ぺ
き
も
の
で
な

い
ご
思
は
る
、
然

る

,に
或

論
奢
は
念
佛
三
昧
詩
序
、
及
蓮

瓧
誓

願
文
を
見
る
に
、
少
し
も
稱
名

念
佛

の
口
吻
な
き
を
以
て
、
直

に
速
斷
し

て

彼
は
唯
觀
像
觀

想
の
念
佛
で
稱
名

の
意

な
し
ご
爲
す
其
證
に
彼

文
に
於
二
無
量
壽
佛
像
前

一ご
云
ふ
に
非
す
や
、
明
に
知

澱
彌
陀
の
像
前
に
封
し
て
沈
思
冥
想
を
凝
す
觀
念
の
念
佛

な
る

こ
ご
を
ご
、
是

未
た
深
く
考

へ
ざ
る
言
の
み
、
何
故

な

れ
は
彼
讙

+
入
賢
中
の
天

た
る
曇
恒
の
傳
を
見
る
に
、
(講

饉

牌
百

レ
入
廬

屮

專
志
二淨
挙

端
坐
華

勵
潔

　

　

　

　

　

化
而
化
』
ご
あ
り
、
叉
同
曇
誥

の
傳

に
も
.
其

に
臨
終
即
加
趺
念
佛
百
聲
閉
息
邃
絶
』

ご
記
し
た
り
、
其

他
同
門

の
道

む

　

　
　

む

敬
、
遒

映
、
の
傳
中

に
も
『
端
座
唱
佛
而
化
」
等

の
語
あ
り
、
遽
公
の
門
下
遼
瓧
の

一
輩
に
し

て
此

の
如
く
な
れ
は
、
豈

に
廬

山
の
念
佛
は
毫

も
稱
名

の
意
な
し
ご
云
ふ

べ
け
ん
や
、
巳

に
阿
彌
陀
佛

の
像
前

に
豊
し

て
沈
思
冥
想
を
凝

し
淨
土

を
觀
想
す

る
己
上
は
、
理
ご
し

て
彼

佛
名
を
稱
す
る
こ
ざ
な
し
ご
せ
ん
や
、
故

に
予
輩
は
遠
公

の
念
佛
を

π

い
觀
想

の

み
こ
限

る
は
不
可
な
り

ご
云
ふ
も
の
で
あ
る
、
然

ら
は
彼
念
佛
は
漠
然
ご
何
人
こ
も
名
稱
を
附
す

べ
か
ら
ざ

る
か
ご
云

ふ
に
、
今
假
に
其
名
稱

を
附
す

ざ
す

れ
は
寧
ろ
事
理
雙
修
の
念
佛
(謙
嬾
雌
鰤
齣
妬
會
)
ざ
云
ふ

ぺ
き
な
り
、
其
故
は
劉
程
之

の
誓

願
文

に
、
於
二
阿
彌
陀
像
前

一
ご
云
ひ
、
「
而
僉

心
西
境
叩
レ篇

開
レ信
」
ご
あ
れ
は
、
こ
れ
事
相
的

の
念
佛

で
、
初
め

よ
り
寂

照
・不
二
の
理
觀

の
み

に
非

る
こ
ご
明
な
り
、
而

る
に
其
事
相
的
の
念
佛
が
、
や
が
て
修
練
の
功
を
積
で
三
昧
成

就
現
前
す
る
時
は
、
理
に
冥
し
て
寂

照
不
二
こ
な
る
、
此
を
彼
詩
序

に
入
二
斯
定

}者
昧
然
忘
レ知
、
即
二所
縁

一以
成

レ鑒



鑒
明
則
内
照
、
亦
映
而
色
象
生

レ焉
L
ご
云
ふ
、

こ
れ
三
昧
戍
導
し
終
て
自
在
無

二
こ
な
り
た
相
な
b
㌔

さ
れ
は
彼
念
佛

は
事
理
の
二
面
を
具
し
て
、

一
面

に
は
行
者
の
日
夜
儂
前

に
於
て
觀
稱
念
慮

の
功
を
積
で
專
ら
淨
土
や
欣
求
す

る
邊

ご

叉
他
面

に
ぱ
此
行
業
純
熟
す
れ
ば
邃

に
無
想
離
念
寂

照
不
二
の
境
に
體
達
す
る
、
こ
れ
初
は
有

相
、
後

瞬
無
相
、
又
初

は
事
に
し

て
後

は
理
な
り
、
之
を
事
理
雙
修
の
念
佛

ご
云

ふ
、
恐
く
は
廬

山
の
念
佛

は
此

の
如
昏
。
も

の
に
非
る
歟

、爾
識

者

の
歡
示
を
仰
か
ん
ご
す

る
も

の
な
り
、
斯
く
見
來
れ
は
彼
念
佛
は
固
よ

り
善
導
流

の
稱
名
念
佛

に
非
す
、
又
淨
影
天

台
等

の
唯
心
理
觀

の
念
佛
こ
も
稍

々
徑
路
を
異

に
す

、
さ
れ
は
郵
ひ
五
會
讃

に
云
ふ
、
所
謂
事

理
雙
修
の
念
佛
に
相
當

す
る
も

の
な
り

ご
云
ふ
が
予
輩

の
意
見
な
り
、
而
し
之
を
確
か
め
ん
こ
す

る
に
は
爾
進
て
遠

公
の
念
佛

の
由
て
來
る
系

統
を
研
究
論
邇
せ
ざ
る

べ
か
ら
す
、
今
そ
れ
を
叙
ふ

べ
き
筈
な
れ
費
餘
6
長
け

れ
ぼ
他
日

の
こ
ご
㌧
せ
ん
。

淨

土

詠

.

.

、

晋
康
樂
謝
靈
蓮

、

法
藏
長
王
宮
、
懐
遒
出
國
城
、
願
言

四
十
入
、
弘
誓
極
郡
生
、
淨
土

一
何
妙
、
家
者
皆
菁
英
、
頽
言
可
尋

、乘
化
必
晨
往

'

念

佛

三

昧

詩

撫
谿
論

晋
琅

鄰
王
喬
之

。

如
用
在
茲
、
渉
、有
覧

無
、
紳
由
昧
徹
、
識

以
照
麁
、
積
微
自
引
、
因

功
本
虚
、
泯
彼
三
観
、
忘

此
豪

餘
。
・
・

其

二

寂
寞
何
始
、
履
立
逋
微
、
馳
然
忘
適
、
乃
廓
靈

揮
、
心
遊
緬
域
、
得
不
踐
機
、
用
之
以
沖
、
會
之
以
希
。

・

(
樂
邦
丈
類
第
五
卷
出
)

;
"
φ


